
【事例１】データ改ざんによる品質基準違反

◇事例概要
　ある大手製造業では、製品の検査データを改ざん
し、基準を満たしていない製品を出荷していまし
た。品質検査をクリアできなかった部品について、
検査データを書き換えて「合格」とし、何年間もそ
のまま出荷し続けていたのです。

この問題が発覚した背景には、
- 納期最優先の企業文化
- 厳しいコスト削減圧力
- 「品質より生産性」の意識

といった組織的な要因がありました。

品質不正・品質不祥事から学ぶ
企業の課題

　近年、多くの企業で品質不正・品質不祥事が発覚
し、大きな社会問題となっています。
企業の信用を失うだけでなく、経営危機に陥るケー
スも珍しくありません。しかし、こうした問題は決
して他人事ではなく、どの企業でも起こりうるもの
です。

本メールマガジンでは、
- 実際に発生した品質不正・品質不祥事の事例
- そこから学ぶべき課題
- 品質不正を防ぐための取り組み
についてご紹介いたします。

これを機に品質管理の重要性について改めて考えて
いただければ幸いです。

◆ここから学ぶべき課題
- 品質管理部門の独立性を確保し、圧力に屈しない体
   制をつくる
- データの透明性を保つためのシステムを導入する
- 不正を防ぐための内部監査を強化する

特に、品質管理部門が適切な権限を持ち、経営層が
品質を最優先に考える文化を築くことが重要です。

（次ページへつづく） 

【事例２】外部委託先の品質管理不足による
              リコール

◇事例概要
　ある自動車メーカーでは、部品の一部を外部委託
していましたが、その委託先で品質基準が守られて
いませんでした。部品の一部に欠陥があったにもか
かわらず、十分な検査が行われないまま製品に組み
込まれ、大規模なリコールにつながったのです。

外部委託先で問題が発生した理由として、
- 品質管理が形式的になっていた
- 外部委託先との連携が不十分だった
- コスト削減が優先され、品質確認のリソースが 
   不足していた

ことが挙げられます。

◆ここから学ぶべき課題
- 外部委託先にも品質管理の意識を徹底させる
- サプライヤー監査を強化し、実態を把握する
- 単なるチェックではなく、実効性のある品質管  
   理体制を構築する

品質は社内だけでなく、サプライチェーン全体で管
理することが求められる時代です。外部委託先の品
質を把握し、定期的な監査を行うことが不可欠で
す。



【事例３】品質不正の内部告発による企業
イメージの失墜

◇事例概要
ある企業では、長年にわたって品質基準を満たして

いない製品を市場に流通させていました。最初は一部
の従業員だけが知る事実でしたが、次第に社内全体に
広まり、ついには内部告発によって問題が公になりま
した。

この結果、
- 企業のブランドイメージが大きく低下
- 株価の急落と顧客離れ
- 経営陣の引責辞任

という深刻な影響を受けることになりました。

◆ここから学ぶべき課題
- 内部告発制度を整備し、問題を社内で解決できる

環境をつくる
- 品質に関する社内教育を強化し、コンプライアンス

意識を高める
- 品質不正を未然に防ぐ仕組みを構築する

特に、社員が「正しいことをしている」と感じられる
企業文化を醸成することが、長期的な企業の信頼につ
ながります。

【品質不正を防ぐためにできること】

　上記の事例を踏まえると、品質不正を防ぐために
は以下の取り組みが必要です。

１. 品質管理部門の独立性を確保する
２. 透明性のあるデータ管理システムを導入する
３. サプライヤー監査を徹底し、外部委託先の品

質を把握する
４. 内部告発制度を整備し、早期に問題を解決す

る
５. 品質に関する社内教育を定期的に実施する

品質不正は一度発生すると、企業の信用を大きく損
ないます。
しかし、適切な対策を講じることで未然に防ぐこと
が可能です。当社では、品質管理の重要性を深く理
解し、企業様ごとに最適な社内研修・出張セミナー
を提供しています。

- 品質管理の基礎研修
- 内部監査の強化プログラム
- サプライチェーン品質管理の実践セミナー

など、多様な研修メニューをご用意しております。
ご興味のある方は、お気軽にお問い合わせくださ
い！
それでは、次回のメルマガもお楽しみに！
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